
 

 

別添１ 

仕 様 書 

 

１ 概 要 

(1)  件 名   南部清掃センターで発生する余剰電力の売却 

(2)  売却場所  いわき市泉町下川字境ノ町 地内 

         （南部清掃センター） 

(3)  用 途   一般廃棄物処理施設 

 

２ 予定売電電力量 

  ２９,２１４,９１４ｋＷｈ 

 

３ 売却期間 

  令和６年４月１日０：００ から 令和８年３月３１日２４：００ まで 

 

４ 仕 様 

(1)  電気方式等 

① 電気方式 

・ 特別高圧 交流３相３線式 

  ② 供給電圧 

・ 標準電圧 60,000／66,000V（標準・公称電圧） 

  ③ 標準周波数 50Hz 

  ④ 標準力率  85％以上（正常基準値） 

  ⑤ 送電方式  ２回線 

(2) 受給地点 

需要場所構内引込第１鉄塔 

(3)  電気工作物の財産分界点 

本市の需要場所構内第１鉄塔のケーブルヘッド端子と東北電力ネットワーク㈱の架

空線側ジャンパー線端子との接続点 

(4)  保安上の責任分界点 

本市所有の特高受電設備ケーブル終端接続部の電源側接続点 

 (5) 発電設備 

 ①発電機 蒸気タービン発電機 

 ②燃料 廃棄物 

 ③定格出力 3,500kW×１基 
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 (6) 新エネルギー等電気相当量 

     発注者の発電設備は、「電気事業者による新エネルギー等の利用に関する特別措

置法」における新エネルギ－等発電設備の認定を受けており（令和２年９月終了）、

発注者から受注者に売却する余剰電力には新エネルギー等電気相当量を含むもの

とする。 

【過去３年間のバイオマス比率】                    単位：％ 

期 間 
バイオマス比率 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 

４月 57.5 70.2 50.9 

５月 52.6 52.9 54.7 

６月 57.4 46.9 61.9 

７月 46.1 53.3 49.8 

８月 65.2 62.6 53.4 

９月 60.0 55.1 70.9 

１０月 62.0 63.3 58.0 

１１月 66.1 52.5 47.6 

１２月 57.1 49.7 62.4 

１月 65.6 66.5 42.7 

２月 68.7 67.3 41.9 

３月 38.0 66.3 56.6 

平均 58.0 58.9 54.2 

令和６～７年度予定バイオマス比率 57.0 

(7) 発電設備の停止期間 

   令和６年度および令和７年度の焼却設備停止に伴う発電設備停止期間は下記のとお

りである。 

   （令和６年度） 令和７年２月７日 ～ 令和７年２月１９日 

   （令和７年度） 令和８年２月６日 ～ 令和８年２月１８日 

   ※ 上記予定は令和５年 10月時点のものであり、日程は変更される場合がある。 

 (8) 契約方法及び請求方法 

 ① 契約方法 

   電力量料金単価を定め、月ごとの売電電力量に応じて料金を請求する単価契約とする。 

   ア 契約単価は次の時間帯区分による。 

時 間 帯 区 分 

平  日 

昼  間 

夏  季 

その他季 

夜間及び休日 
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「夏季」とは毎年７月１日から９月３０日までの期間をいい、「その他季」とは

毎年１０月１日から翌年の６月３０日までの期間をいう。 

また、「平日昼間」とは休日等を除く日の午前８時から午後１０時までの時間を

いい、「夜間及び休日」とは夏季及びその他季の平日昼間帯を除く時間をいう。 

   イ 時間帯区分別予定売電電力量 別紙参照 

 ② 支払い方法 

   ア 毎月、下記事項を記載した内訳書及び請求書を作成し、受注者へ送付するもの

とする。 

     余剰電力料金計算書、余剰電力量算定書（バイオマス、非バイオマス、昼間、

夜間）、バイオマス比率計算書、ごみ質分析表 

  イ 料金等を計算する場合の単位及びその端数処理は、次のとおりとする。 

区 分 単 位 端数処理方法 

余剰電力量 ｋＷｈ 小数点以下第１位を四捨五入 

合計金額、消費税及び地方消費税額 円 小数点以下を切り捨て 

 

(9) 売電電力量の計量及び検針 

 ア 毎月の売電電力量の計量は、発注者の供給場所に設置された取引用電力量計を介し

て行うものとする。 

  イ 取引用電力量計の検針は、毎月１日（１日が休日等の場合は翌平日）に東北電力ネ

ットワーク㈱と発注者が現地で相互に確認するものとし、検針の結果を受注者へ通知

するものとする。 

  ウ 受注者は、売却契約を遵守するために必要な計量器、通信装置その他付属設備（以

下「通信装置等」）を設置する必要がある場合は、受注者の財産として受注者の負担

で設置する。また、それらの設置場所及び電源は発注者側で無償供給する。 

  エ 受注者が所有する通信装置等の設置の必要がなくなった場合は、受注者の負担で撤

去する。 

  オ 受注者は必要があるときは、発注者に対して臨時検針を求めることができるものと

し、発注者はこれに応じるものとする。 

  カ 取引用電力量計に不具合が生じた場合は、その期間内の売電電力量についは、その

都度発注者及び受注者で協議して決定するものとする。 

  キ 電力計 自動検針対応電力量計 有り （通信機能の付加可能） 

          電力量計の構成 

             型 番 三菱電機株式会社 

                 ＷＰ３ＥＨ－Ｋ１６Ｒ形 

             精 度 通信機能付精密級 
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(10) バランシンググループの形成 

   受注者は発電契約者として、本発電設備を含む発電バランシンググループを形成し、

一般送配電事業者と発電量調整供給契約を締結するものとする。ただし、これにより

がたい場合は、受注者が本発電設備を、受注者以外の事業者が発電契約者となる発電

バランシンググループに加入させるものとする。なお、これらに係る費用及び責任に

ついては受注者が負うものとする。 

(11) その他 

  ① 入札金額の算出にあたっては、入札内訳書に記載する入力要領のとおりとする。 

   ② 受注者は、買取開始日時から当該施設からの電気の買取ができるよう、一般送配

電事業者への接続供給申し込み等一切の事務処理を行うこと。また、その他工事等

必要な場合は手続き等の事務処理を行うこと。 

   ③ 予定売電電力量は、発注者の都合で運転計画の変更や焼却炉及び発電設備の運転

状態または故障等により変動（停止含む）する場合があるが、発注者はその予定売

電電力量に拘束されるものではなく、何らの責務を負うものではないものとする。

また、予定売電電力量に著しい変更が生じる恐れがある場合は、発注者は受注者に

対し速やかに通知する。 

   ④ 令和６年４月１日制度開始予定の発電側課金については、余剰電力料金（買取料

金）と相殺清算することを原則とする。ただし、特段の理由があった場合、発注者

と受注者にて協議により決定するものとする。 

   ⑤ その他この仕様書に定めのない事項については、必要に応じて発注者と受注者が

協議して定める。 

 



別紙
〇南部清掃センター
【令和６年度　予定売電電力量】 単位：ｋＷｈ

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

夏季 582,979 585,216 533,429 1,701,624

その他季 551,063 508,043 614,844 633,010 630,311 523,005 601,827 270,822 600,084 4,933,009

666,900 739,870 633,604 688,093 654,167 636,346 747,071 752,112 613,433 811,291 357,743 672,194 7,972,824

令和６年度合計 14,607,457

【令和７年度　予定売電電力量】

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

夏季 582,979 585,216 533,429 1,701,624

その他季 551,063 508,043 614,844 633,010 630,311 523,005 601,827 270,822 600,084 4,933,009

666,900 739,870 633,604 688,093 654,167 636,346 747,071 752,112 613,433 811,291 357,743 672,194 7,972,824

令和７年度合計 14,607,457

合計 29,214,914

※予定売電電力量は、直近の実績をもとに算出した目安であり、施設稼働状況や社会経済情勢等により増減することがある。

施設名
予定売電電力量（kWh）

南部清掃センター

時間帯区分

平　日
昼　間

夜間及び休日

施設名 時間帯区分
予定売電電力量（kWh）

南部清掃センター

平　日
昼　間

夜間及び休日


